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自由聖研・讃美歌を読んでみよう！
レポーター：ｈ

【はじめに】

・私は、「クリスチャンの方々がどのような事を思い、考えて聖書やキリスト教と向かい合っているのか」ということを知りたい、と思いながらこれまで聖書研究に参加してきた。

・当寮に所属していると歌う機会の多い讃美歌。歌うのは好きだけどあまり意味とかを考えたことは少ない。

・せっかくクリスマスも近いし、他のクリスマスに浮かれている連中とは違う、YM寮生らしいクリスマスキャロルの聞き方ができると良いな、と思った。

【讃美歌とは？】

・詩篇98：「新しい歌を主に歌え」
Q：この部分には、なぜ、どんな気持ちで讃美の歌を歌うと書かれていますか。
Q：皆で讃美歌を歌うことは、どういう意義があると想像できますか？

校歌、国歌などを歌う場面と比べると良いかもです。
・主にプロテスタント教会において歌われる、神をたたえる歌。民衆への証的な性格を持つ。
・「聖歌」はより広義の宗教歌で、「讃美歌」を包含する。

・なお、カトリックでは「讃美歌」の語は使わず「聖歌」と呼称する。
【もろびとこぞりて】

ヨハネの福音書で1年間学んだストーリーを思い出しながら読んでみましょう。
例えば下線部をつけたところで、連想するヨハネ福音書のエピソードはありますか？

    諸人こぞりて 迎えまつれ

    久しく待ちにし 主は来ませり
ex…はあったっけ？
    主は来ませり 主は、主は来ませり

    悪魔のひとやを 打ち砕きて


※ひとや=人牢。牢獄のこと。
    捕虜（とりこ）をはなつと 主は来ませり
ex)8章31-45位
    主は来ませり 主は、主は来ませり

    この世の闇路を 照らしたもう
ex)9章、盲人の話。
    妙なる光の 主は来ませり

    主は来ませり 主は、主は来ませり

    萎める心の 花を咲かせ

    恵みの露置く 主は来ませり

    主は来ませり 主は、主は来ませり

    平和の君なる 御子を迎え
ex)十字架の話。
    救いの主とぞ 誉め称えよ

    誉め称えよ 誉め、誉め称えよ

Q:歌全体を通して、イエスの降誕に対してどのような思いが伝わってきますか？
